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乱獲や沿岸開発などの影響によって、漁獲量の伸びは1990年ごろから停滞し、9,000万トンレベル
で頭打ちとなっている。2013年には、水産資源のうち３割弱が乱獲状態にあり、持続不可能な利用
であると評価された。

魚介類の純輸出収入は、他の主要な農産物の合計を上回っており、途上国にとって重要な外貨獲
得源となっている。

世界の水産物輸出額に占める開発途上国の割合は、かつては先進国より低かったが、その後シェア
が逆転し、2014年には54%に達した。一方、輸入額は先進国の方が高い割合を占める。

近年、水産食品の生産は主に漁獲漁業から、養殖対象種を増やす方向へと移行してきた。2014年
には食用として消費された魚介類の養殖生産量が、初めて天然の漁獲量を超えた。

世界の漁獲量と養殖生産量

水産物の貿易額

開発途上国における農水産物の純輸出収入（輸出額－輸入額）

食用として消費された魚介類の量
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漁業・養殖業の動向

水産物貿易の状況
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水
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の生産・貿易の重要性

食料と栄養の
安全保障

雇用・所得の
創出

国の経済発展
と成長

食品の供給
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全体の7％

全体の26％

海
洋
を
襲
う
異
変

そ
の
影
響
は
世
界
全
体
に

海
洋
国
の
権
利
と
責
任

人
類
の
共
同
財
産
を
守
る

　
地
球
表
面
の
７
割
を
占
め
る
海
洋
。

日
々
の
糧
を
得
る
場
と
し
て
、
あ
る
い

は
交
易
路
と
し
て
、
海
は
人
類
に
さ
ま

ざ
ま
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ

の
一
方
で
、
人
類
が
海
に
与
え
る
負
の

影
響
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
生
活
や
産
業
と
密
着
し
た
湾
や

沿
岸
の
汚
染
処
理
や
資
源
管
理
な
ど
を

行
う
動
き
は
あ
っ
た
も
の
の
、
世
界
に

広
が
る
海
洋
全
体
に
視
野
を
広
げ
て
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
最

近
の
こ
と
だ
。

　「
海
洋
は
水
の
流
れ
を
通
じ
て
互
い

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
北
極
圏
の
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
付
近
で
冷
却
さ
れ
た
大

西
洋
の
水
は
重
く
な
っ
て
海
底
に
沈

み
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
ア
フ

リ
カ
南
端
を
越
え
て
イ
ン
ド
洋
へ
、
南

極
で
冷
や
さ
れ
た
海
水
と
合
流
し
て
さ

ら
に
太
平
洋
を
東
へ
と
流
れ
ま
す
。
そ

し
て
長
い
旅
の
果
て
に
温
め
ら
れ
た
水

は
表
層
に
浮
き
上
が
り
、
今
度
は
逆
に

太
平
洋
、
イ
ン
ド
洋
を
西
進
し
て
ア
フ

リ
カ
の
南
を
回
り
、
大
西
洋
を
北
上
し

て
戻
っ
て
い
く
の
で
す
」
と
、
海
洋
政

策
に
詳
し
い
笹
川
平
和
財
団
の
寺
島
紘

士
さ
ん
は
説
明
す
る
。「
海
洋
が
温
暖

化
す
れ
ば
、
南
極
や
北
極
で
海
水
を
冷

や
す
機
能
が
弱
ま
り
、
海
洋
深
層
水
の

大
循
環
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え

特集 海洋保全

無
制
限
な
漁
業
の
廃
止
、
沿
岸
域
・
海

域
の
少
な
く
と
も
10
％
保
全
な
ど
、
10

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
の
背
景
に
あ
る
の
が
、

「
海
洋
の
管
理
」
原
則
の
下
に
海
洋
の
新

し
い
秩
序
を
定
め
た
国
連
海
洋
法
条
約

（
１
９
８
２
年
採
択
、
94
年
発
効
）
だ
。

　
領
海
を
沿
岸
12
カ
イ
リ
（
約
22
・
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
以
内
と
し
、
排
他
的

経
済
水
域
や
大
陸
棚
の
制
度
を
設
け
、

そ
の
外
側
の
海
域
を
人
類
の
共
同
財
産

と
定
め
て
深
海
底
制
度
を
構
築
し
た
国

連
海
洋
法
条
約
は
、
各
国
に
自
国
沿
岸

２
０
０
カ
イ
リ
（
約
３
７
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
の
広
大
な
海
域
の
排
他
的
な
開

発
利
用
を
認
め
る
と
と
も
に
、
責
任
を

持
っ
て
そ
の
海
域
を
保
全
・
管
理
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
境
界
が
な
く
、

魚
が
広
く
回
遊
す
る
海
で
は
、
一
カ
所

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
だ
け
で
広
範
囲

に
影
響
が
広
が
る
た
め
、
無
秩
序
な
海

洋
の
開
発
利
用
は
予
測
不
可
能
な
リ
ス

ク
を
有
し
て
い
る
か
ら
だ
。
２
０
１
０

年
代
に
入
る
と
、
海
洋
の
保
全
と
持
続

可
能
な
開
発
利
用
に
関
す
る
国
際
的
な

議
論
と
取
り
組
み
が
さ
ら
に
活
発
化
し

て
い
る
。
海
洋
は
人
々
の
生
活
の
基
盤

で
あ
り
、
不
用
意
な
こ
と
を
す
れ
ば

人
々
の
生
活
基
盤
は
大
き
く
損
な
わ
れ

る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
浸
透

豊か な海を未来へ

水産をめぐる世界の現状

し
つ
つ
あ
る
の
だ
。　

　
学
者
や
専
門
家
が
国
際
的
に
海
洋
の

保
全
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た

一
方
で
、
国
や
一
般
の
人
々
に
は
そ
の

危
機
感
が
ま
だ
十
分
に
届
い
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
海
上
輸
送
、
漁
業
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
科
学
技
術
な

ど
海
洋
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
の

行
政
は
、
担
当
が
複
数
の
省
庁
に
分
か

れ
て
お
り
、
総
合
的
な
議
論
や
対
策
立

案
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で

２
０
０
７
年
に
海
洋
基
本
法
が
制
定
さ

れ
、
海
洋
の
諸
問
題
に
総
合
的
に
取
り

組
む
枠
組
が
構
築
さ
れ
た
が
、
海
洋
保

全
の
国
際
的
流
れ
の
中
で
は
、
い
ま
だ

他
国
と
比
べ
て
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
部

分
が
あ
る
。
今
年
６
月
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
14
を
推
進
す
る
た
め
の
国
連
海

洋
会
議
が
開
か
れ
、
海
洋
の
持
続
可
能

性
に
つ
い
て
世
界
が
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
姿
勢
が
一
段
と
鮮
明
に
な
っ

た
。
国
連
で
は
、
２
０
１
５
年
か
ら
各

国
の
領
海
や
排
他
的
経
済
水
域
に
含
ま

れ
な
い
海
域
の
生
物
多
様
性
の
保
全
と

持
続
可
能
な
利
用
に
つ
い
て
法
的
拘
束

力
の
あ
る
文
書
作
成
の
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
お
り
、
公
海
に
お
い
て
も
生
物

多
様
性
を
守
ろ
う
と
い
う
動
き
が
進
ん

で
い
る
。

　
亜
寒
帯
か
ら
熱
帯
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
気
候
的
特
色
を
備
え
た
海
に
囲
ま

れ
、
多
く
の
豊
か
な
漁
場
を
抱
え
る
日

本
。「
日
本
は
海
洋
・
海
洋
資
源
の
保

全
と
持
続
可
能
な
利
用
に
も
っ
と
積
極

　地球の表面積の７割を占める海洋。
2015年に国連総会で採択された持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）では、

「目標14：海洋及び海洋資源の保全と持続可能な利用」が世界的な目標の一つに掲げられた。 
豊かな海を守るために、私たちにできることは何だろう。

ら
れ
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
世
界
各
地

の
気
候
、
環
境
、
生
態
系
に
大
き
な
影

響
が
出
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

が
、
具
体
的
に
ど
ん
な
影
響
が
出
る
か

は
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
」

　
も
う
一
つ
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
増

加
を
め
ぐ
っ
て
海
洋
が
直
面
し
て
い
る

課
題
が
酸
性
化
だ
。
二
酸
化
炭
素
が
水

に
溶
け
る
と
、
水
は
酸
性
化
す
る
。
そ

れ
に
よ
り
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
合
成
が

妨
げ
ら
れ
、
貝
や
サ
ン
ゴ
を
は
じ
め
、

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で
殻
な
ど
を
つ
く
る

生
き
物
に
悪
影
響
が
出
る
の
だ
。
一
説

に
は
石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を

燃
や
し
て
生
じ
る
二
酸
化
炭
素
の
半
分

を
海
洋
が
吸
収
し
て
い
る
と
も
い
わ

れ
、
そ
の
影
響
が
海
洋
環
境
を
大
き
く

変
え
つ
つ
あ
る
。「
海
洋
・
海
洋
資
源

の
保
全
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
こ
れ
ま

で
は
、
人
間
の
生
活
に
直
結
す
る
海
洋

汚
染
の
防
止
や
水
産
資
源
の
維
持
管
理

が
主
な
課
題
で
し
た
。
し
か
し
、
海
洋

環
境
や
生
態
系
そ
の
も
の
が
課
題
だ
と

い
う
認
識
が
高
ま
り
、
海
洋
の
総
合
的

管
理
と
持
続
可
能
な
利
用
が
必
要
と
い

う
意
識
が
共
有
さ
れ
て
き
た
延
長
上

に
、持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
目
標
14
が
あ
り
ま
す
」

　〝
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
〞
と
い
う

標
語
に
象
徴
さ
れ
る
目
標
14
は
、
陸
上

活
動
に
よ
る
汚
染
な
ど
あ
ら
ゆ
る
海
洋

汚
染
の
防
止
、
海
洋
生
態
系
の
回
復
、

海
洋
酸
性
化
の
影
響
最
小
化
、
水
産
資

源
回
復
の
た
め
の
漁
獲
の
規
制
、
違
法
・

編集協力：笹川平和財団 参与 寺島紘士氏

的
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
」
と
、
寺
島
さ
ん
は
強
調
す
る
。「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
14
を
、
分
野
や
省
庁
を
横

断
し
、
国
際
社
会
や
近
隣
諸
国
と
積
極
的

に
連
携
協
働
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
」

　
日
本
は
か
つ
て
、
経
済
活
動
を
通
し
て

沿
岸
の
環
境
や
生
態
系
に
影
響
を
与
え
、

そ
の
反
省
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
寺
島
さ
ん
は
、
日
本
の
経

験
は
太
平
洋
島
し
ょ
国
な
ど
、
多
く
の

国
々
の
た
め
に
活
用
で
き
る
は
ず
だ
と
強

調
す
る
。
た
と
え
ば
、
産
業
の
発
展
に
伴

う
水
質
汚
染
は
水
俣
病
な
ど
の
深
刻
な
公

害
問
題
を
生
ん
だ
が
、
長
い
年
月
を
か
け

て
克
服
し
、
そ
の
反
省
か
ら
水
質
汚
染
防

止
法
を
整
備
し
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
沖
縄
で
は
開
発
に
よ
り
生
じ

た
赤
土
が
海
に
流
出
し
、
サ
ン
ゴ
礁
に
被

害
を
与
え
た
経
験
か
ら
、
赤
土
問
題
の
解

決
に
向
け
た
研
究
と
対
策
が
進
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
は
、
多
く
の
開
発
途
上
国
と

同
様
、
小
規
模
沿
岸
漁
業
が
盛
ん
な
こ
と

も
、
知
見
の
共
有
を
通
し
て
水
産
資
源
の

管
理
や
漁
業
の
振
興
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
。
一
国
の
力
や
知
恵
の
み
で
な
く
、

諸
国
と
手
を
携
え
、
連
携
協
働
す
る
こ
と

で
、
海
洋
保
全
の
取
り
組
み
の
効
果
は
高

ま
る
だ
ろ
う
。

　
排
他
的
経
済
水
域
と
海
岸
線
の
長
さ
が

い
ず
れ
も
世
界
６
位
で
、
海
と
共
に
歴
史

を
歩
ん
で
き
た
日
本
。
世
界
の
海
洋
国
の

一
員
と
し
て
、
海
の
未
来
を
守
る
責
任
は

重
大
だ
。

日本の食卓を支える海の幸。近年、日本、そして世界の水産業界を取り巻く環境は変わりつつある。
SDGsのゴール14に掲げられたように、水産資源の管理が国際社会全体の課題として叫ばれるようになったのはなぜなのか。

漁業・養殖業や貿易などに関するデータをもとに考えてみよう。

※出典：FAO世界漁業・養殖業白書 2016 年
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乱獲や沿岸開発などの影響によって、漁獲量の伸びは1990年ごろから停滞し、9,000万トンレベル
で頭打ちとなっている。2013年には、水産資源のうち３割弱が乱獲状態にあり、持続不可能な利用
であると評価された。

魚介類の純輸出収入は、他の主要な農産物の合計を上回っており、途上国にとって重要な外貨獲
得源となっている。

世界の水産物輸出額に占める開発途上国の割合は、かつては先進国より低かったが、その後シェア
が逆転し、2014年には54%に達した。一方、輸入額は先進国の方が高い割合を占める。

近年、水産食品の生産は主に漁獲漁業から、養殖対象種を増やす方向へと移行してきた。2014年
には食用として消費された魚介類の養殖生産量が、初めて天然の漁獲量を超えた。

世界の漁獲量と養殖生産量

水産物の貿易額

開発途上国における農水産物の純輸出収入（輸出額－輸入額）

食用として消費された魚介類の量
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漁業・養殖業の動向

水産物貿易の状況

輸出 ❶ 米国
❷ 日本
❸ 中国
❹ スペイン
❺ フランス

203億1,700万
148億4,400万
85億100万
70億5,100万
66億7,000万

輸入
上位５カ国（2014年／単位：米ドル） 上位５カ国（2014年／単位：米ドル）

牛乳

肉類
米 砂糖 コーヒー 魚介類バナナ

水
産物

の生産・貿易の重要性

食料と栄養の
安全保障

雇用・所得の
創出

国の経済発展
と成長

食品の供給

SUGAR

■開発途上国　■先進国■開発途上国　■先進国

1954 1964 1974 1994 2004 2014 （年）1984

全体の7％

全体の26％

海
洋
を
襲
う
異
変

そ
の
影
響
は
世
界
全
体
に

海
洋
国
の
権
利
と
責
任

人
類
の
共
同
財
産
を
守
る

　
地
球
表
面
の
７
割
を
占
め
る
海
洋
。

日
々
の
糧
を
得
る
場
と
し
て
、
あ
る
い

は
交
易
路
と
し
て
、
海
は
人
類
に
さ
ま

ざ
ま
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ

の
一
方
で
、
人
類
が
海
に
与
え
る
負
の

影
響
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
生
活
や
産
業
と
密
着
し
た
湾
や

沿
岸
の
汚
染
処
理
や
資
源
管
理
な
ど
を

行
う
動
き
は
あ
っ
た
も
の
の
、
世
界
に

広
が
る
海
洋
全
体
に
視
野
を
広
げ
て
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
最

近
の
こ
と
だ
。

　「
海
洋
は
水
の
流
れ
を
通
じ
て
互
い

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
北
極
圏
の
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
付
近
で
冷
却
さ
れ
た
大

西
洋
の
水
は
重
く
な
っ
て
海
底
に
沈

み
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
ア
フ

リ
カ
南
端
を
越
え
て
イ
ン
ド
洋
へ
、
南

極
で
冷
や
さ
れ
た
海
水
と
合
流
し
て
さ

ら
に
太
平
洋
を
東
へ
と
流
れ
ま
す
。
そ

し
て
長
い
旅
の
果
て
に
温
め
ら
れ
た
水

は
表
層
に
浮
き
上
が
り
、
今
度
は
逆
に

太
平
洋
、
イ
ン
ド
洋
を
西
進
し
て
ア
フ

リ
カ
の
南
を
回
り
、
大
西
洋
を
北
上
し

て
戻
っ
て
い
く
の
で
す
」
と
、
海
洋
政

策
に
詳
し
い
笹
川
平
和
財
団
の
寺
島
紘

士
さ
ん
は
説
明
す
る
。「
海
洋
が
温
暖

化
す
れ
ば
、
南
極
や
北
極
で
海
水
を
冷

や
す
機
能
が
弱
ま
り
、
海
洋
深
層
水
の

大
循
環
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え

特集 海洋保全

無
制
限
な
漁
業
の
廃
止
、
沿
岸
域
・
海

域
の
少
な
く
と
も
10
％
保
全
な
ど
、
10

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
の
背
景
に
あ
る
の
が
、

「
海
洋
の
管
理
」
原
則
の
下
に
海
洋
の
新

し
い
秩
序
を
定
め
た
国
連
海
洋
法
条
約

（
１
９
８
２
年
採
択
、
94
年
発
効
）
だ
。

　
領
海
を
沿
岸
12
カ
イ
リ
（
約
22
・
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
以
内
と
し
、
排
他
的

経
済
水
域
や
大
陸
棚
の
制
度
を
設
け
、

そ
の
外
側
の
海
域
を
人
類
の
共
同
財
産

と
定
め
て
深
海
底
制
度
を
構
築
し
た
国

連
海
洋
法
条
約
は
、
各
国
に
自
国
沿
岸

２
０
０
カ
イ
リ
（
約
３
７
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
の
広
大
な
海
域
の
排
他
的
な
開

発
利
用
を
認
め
る
と
と
も
に
、
責
任
を

持
っ
て
そ
の
海
域
を
保
全
・
管
理
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
境
界
が
な
く
、

魚
が
広
く
回
遊
す
る
海
で
は
、
一
カ
所

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
だ
け
で
広
範
囲

に
影
響
が
広
が
る
た
め
、
無
秩
序
な
海

洋
の
開
発
利
用
は
予
測
不
可
能
な
リ
ス

ク
を
有
し
て
い
る
か
ら
だ
。
２
０
１
０

年
代
に
入
る
と
、
海
洋
の
保
全
と
持
続

可
能
な
開
発
利
用
に
関
す
る
国
際
的
な

議
論
と
取
り
組
み
が
さ
ら
に
活
発
化
し

て
い
る
。
海
洋
は
人
々
の
生
活
の
基
盤

で
あ
り
、
不
用
意
な
こ
と
を
す
れ
ば

人
々
の
生
活
基
盤
は
大
き
く
損
な
わ
れ

る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
浸
透

豊か な海を未来へ

水産をめぐる世界の現状

し
つ
つ
あ
る
の
だ
。　

　
学
者
や
専
門
家
が
国
際
的
に
海
洋
の

保
全
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た

一
方
で
、
国
や
一
般
の
人
々
に
は
そ
の

危
機
感
が
ま
だ
十
分
に
届
い
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
海
上
輸
送
、
漁
業
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
科
学
技
術
な

ど
海
洋
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
の

行
政
は
、
担
当
が
複
数
の
省
庁
に
分
か

れ
て
お
り
、
総
合
的
な
議
論
や
対
策
立

案
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で

２
０
０
７
年
に
海
洋
基
本
法
が
制
定
さ

れ
、
海
洋
の
諸
問
題
に
総
合
的
に
取
り

組
む
枠
組
が
構
築
さ
れ
た
が
、
海
洋
保

全
の
国
際
的
流
れ
の
中
で
は
、
い
ま
だ

他
国
と
比
べ
て
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
部

分
が
あ
る
。
今
年
６
月
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
14
を
推
進
す
る
た
め
の
国
連
海

洋
会
議
が
開
か
れ
、
海
洋
の
持
続
可
能

性
に
つ
い
て
世
界
が
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
姿
勢
が
一
段
と
鮮
明
に
な
っ

た
。
国
連
で
は
、
２
０
１
５
年
か
ら
各

国
の
領
海
や
排
他
的
経
済
水
域
に
含
ま

れ
な
い
海
域
の
生
物
多
様
性
の
保
全
と

持
続
可
能
な
利
用
に
つ
い
て
法
的
拘
束

力
の
あ
る
文
書
作
成
の
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
お
り
、
公
海
に
お
い
て
も
生
物

多
様
性
を
守
ろ
う
と
い
う
動
き
が
進
ん

で
い
る
。

　
亜
寒
帯
か
ら
熱
帯
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
気
候
的
特
色
を
備
え
た
海
に
囲
ま

れ
、
多
く
の
豊
か
な
漁
場
を
抱
え
る
日

本
。「
日
本
は
海
洋
・
海
洋
資
源
の
保

全
と
持
続
可
能
な
利
用
に
も
っ
と
積
極

　地球の表面積の７割を占める海洋。
2015年に国連総会で採択された持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）では、

「目標14：海洋及び海洋資源の保全と持続可能な利用」が世界的な目標の一つに掲げられた。 
豊かな海を守るために、私たちにできることは何だろう。

ら
れ
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
世
界
各
地

の
気
候
、
環
境
、
生
態
系
に
大
き
な
影

響
が
出
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

が
、
具
体
的
に
ど
ん
な
影
響
が
出
る
か

は
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
」

　
も
う
一
つ
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
増

加
を
め
ぐ
っ
て
海
洋
が
直
面
し
て
い
る

課
題
が
酸
性
化
だ
。
二
酸
化
炭
素
が
水

に
溶
け
る
と
、
水
は
酸
性
化
す
る
。
そ

れ
に
よ
り
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
合
成
が

妨
げ
ら
れ
、
貝
や
サ
ン
ゴ
を
は
じ
め
、

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で
殻
な
ど
を
つ
く
る

生
き
物
に
悪
影
響
が
出
る
の
だ
。
一
説

に
は
石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を

燃
や
し
て
生
じ
る
二
酸
化
炭
素
の
半
分

を
海
洋
が
吸
収
し
て
い
る
と
も
い
わ

れ
、
そ
の
影
響
が
海
洋
環
境
を
大
き
く

変
え
つ
つ
あ
る
。「
海
洋
・
海
洋
資
源

の
保
全
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
こ
れ
ま

で
は
、
人
間
の
生
活
に
直
結
す
る
海
洋

汚
染
の
防
止
や
水
産
資
源
の
維
持
管
理

が
主
な
課
題
で
し
た
。
し
か
し
、
海
洋

環
境
や
生
態
系
そ
の
も
の
が
課
題
だ
と

い
う
認
識
が
高
ま
り
、
海
洋
の
総
合
的

管
理
と
持
続
可
能
な
利
用
が
必
要
と
い

う
意
識
が
共
有
さ
れ
て
き
た
延
長
上

に
、持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
目
標
14
が
あ
り
ま
す
」

　〝
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
〞
と
い
う

標
語
に
象
徴
さ
れ
る
目
標
14
は
、
陸
上

活
動
に
よ
る
汚
染
な
ど
あ
ら
ゆ
る
海
洋

汚
染
の
防
止
、
海
洋
生
態
系
の
回
復
、

海
洋
酸
性
化
の
影
響
最
小
化
、
水
産
資

源
回
復
の
た
め
の
漁
獲
の
規
制
、
違
法
・

編集協力：笹川平和財団 参与 寺島紘士氏

的
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
」
と
、
寺
島
さ
ん
は
強
調
す
る
。「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
14
を
、
分
野
や
省
庁
を
横

断
し
、
国
際
社
会
や
近
隣
諸
国
と
積
極
的

に
連
携
協
働
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
」

　
日
本
は
か
つ
て
、
経
済
活
動
を
通
し
て

沿
岸
の
環
境
や
生
態
系
に
影
響
を
与
え
、

そ
の
反
省
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
寺
島
さ
ん
は
、
日
本
の
経

験
は
太
平
洋
島
し
ょ
国
な
ど
、
多
く
の

国
々
の
た
め
に
活
用
で
き
る
は
ず
だ
と
強

調
す
る
。
た
と
え
ば
、
産
業
の
発
展
に
伴

う
水
質
汚
染
は
水
俣
病
な
ど
の
深
刻
な
公

害
問
題
を
生
ん
だ
が
、
長
い
年
月
を
か
け

て
克
服
し
、
そ
の
反
省
か
ら
水
質
汚
染
防

止
法
を
整
備
し
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
沖
縄
で
は
開
発
に
よ
り
生
じ

た
赤
土
が
海
に
流
出
し
、
サ
ン
ゴ
礁
に
被

害
を
与
え
た
経
験
か
ら
、
赤
土
問
題
の
解

決
に
向
け
た
研
究
と
対
策
が
進
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
は
、
多
く
の
開
発
途
上
国
と

同
様
、
小
規
模
沿
岸
漁
業
が
盛
ん
な
こ
と

も
、
知
見
の
共
有
を
通
し
て
水
産
資
源
の

管
理
や
漁
業
の
振
興
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
。
一
国
の
力
や
知
恵
の
み
で
な
く
、

諸
国
と
手
を
携
え
、
連
携
協
働
す
る
こ
と

で
、
海
洋
保
全
の
取
り
組
み
の
効
果
は
高

ま
る
だ
ろ
う
。

　
排
他
的
経
済
水
域
と
海
岸
線
の
長
さ
が

い
ず
れ
も
世
界
６
位
で
、
海
と
共
に
歴
史

を
歩
ん
で
き
た
日
本
。
世
界
の
海
洋
国
の

一
員
と
し
て
、
海
の
未
来
を
守
る
責
任
は

重
大
だ
。

日本の食卓を支える海の幸。近年、日本、そして世界の水産業界を取り巻く環境は変わりつつある。
SDGsのゴール14に掲げられたように、水産資源の管理が国際社会全体の課題として叫ばれるようになったのはなぜなのか。

漁業・養殖業や貿易などに関するデータをもとに考えてみよう。

※出典：FAO世界漁業・養殖業白書 2016 年
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知っておきたい！
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